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概要
本研究室では, 音声だけでなく, 楽音や環境音などのさまざま音, さらにそれらの混合音に含まれる情
報の知覚・理解を通じた音環境理解の研究を, 知能情報学の立場から行っている. 研究のキーワードは,
「音を聞き分ける」, 「N次創作を可能にする音楽情報処理」である. とくに, 実環境でのロボット聴覚
や音楽情報処理を実現するためには, 事前知識の制約を減らすノンパラメトリックベイズ推定によるマ
ルチチャネル音響信号処理, 楽器演奏音分析合成, 実時間組込みシステム, 同時発話認識, 擬音語認識の
課題に取り組み, 音楽共演ロボットや, 人とロボットとのインタラクション手法などに展開をしている.

研究テーマ

1. 音環境理解とロボット聴覚:
ロボットを実環境に配備し, 人との共生を進めるには, 必要な事前知識が極力少ないロボット聴覚機
能が不可欠である．これまでに同時発話が『聞き分けられる』ロボット聴覚ソフトウエア HARK
の高機能化のために, ノンパラメトリックベイズ手法による音源定位・音源分離・音源追跡, 擬音語
認識, さらには, 屋内外での SLAM (Simultaneous Localization and Mapping) などに取り組んで
いる. また, HARKを活用したロボットヒューマンインタラクションの設計も重要な課題である.

2. CGM (Consumer Generated Media) のための音楽情報処理・音楽共演ロボット:
膨大なディジタル音楽を自由に加工し, N次創作を促進し, 音楽の新しい楽しみ方を支援するため
に, 多重奏音楽音響信号から最小限の事前知識だけで楽器音を分離し, 残響抑制を行う機能をノン
パラメトリックベイズ手法により取り組んでいる. また, ハードウエアに依存しない電子楽器テル
ミン演奏ロボットの開発を行い, 人のリードによる音楽共演ロボットの開発にも取り組んでいる.

3. ノンパラメトリックベイズ法による統計的音響信号処理・認識:
これまでに, 音源定位, 動的変化する音源の追跡, マイク数よりも音源数の方が多い劣決定条件音
源分離, 音源数推定と音源分離の同時推定, 複数の方言発話を許容する方言音声認識，楽器音モデ
ルの揺らぎを許容する楽器音分離, 人の演奏揺らぎを許容する楽譜追跡などに取り組んでいる.

4. ロボットの感情認識・生成による人とのマルチモーダルインタラクション:
ロボットの感情表現では，感情認識と感情生成に共通するマルチモーダルなモデルが不可欠であ
る．認識と生成が同じモデルで可能となることによって，ロボットの感情表現が無矛盾のものにな
ると期待される．これまでに，SIRE (Speed, Intensity, Regularity, and extent) モデルを提案し，
音声, 手振り，身振りといったマルチモーダルな感情認識を統一的な認識生成に取り組んでいる．

分野基礎問題出題範囲
上記のような研究を行うに際しては, 人工知能, コミュニケーションモデル, パターン認識と機械学習,
音響・ディジタル信号処理, 統計的信号処理, , 聴覚心理学等 (すべてを要求しない) に関する基礎的な素
養とともに, 人間が音を知覚し, 理解する過程に対する深い洞察と旺盛な好奇心が望まれる.
具体的には以下の書籍から出題する.

1. 日本音響学会編 『音のなんでも小事典』(講談社ブルーバック),

2. 長尾他著 『文字と音の情報処理』 (岩波講座マルチメディア情報学第 4巻) の音に関する章.

3. 【参考】 Al Bregman: “Auditory Scene Analysis” (1991, MIT Press) の第 1章.
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